
 

活動名：第１２回福島民報杯スポ少サッカ－岩根大会 U12 

日 程：令和６年９月 7日（土）・8日（日） 

会 場：本宮総合グランド 

参 加：T6・L100 １４名 

帯 同：T6・L100熊坂コーチ 

サポート：貝和コーチ 

結 果：VS本宮   ３：１  

VS船引   ３：１ 

VS岩根Ｂ １２：０ 

※ブロック１位で１・２位トーナメントへ 

準決勝 

ＶＳ岩根Ａ  ２：０ 

決勝 

ＶＳ船引   ０：３ 

※最終順位２位／８チーム 

 

報告（熊坂） 

テーマ 

   １４名全員が同じ目標を持ってチーム一丸となって最後までやり切ること。 

   限られた時間の出場であってもピッチに立った時には最大限の力を発揮出来るよう

に準備しておくこと。またベンチにいてもチ－ムの為に出来ることを考えて行動す

ること。 

自分のマ－クする相手を明確にし、１対１の攻守においてしっかり戦うこと。 

   相手に運動量で負けないように走り切ること。 

   次のプレ－を予測して動き出しを早くして相手より先にボ－ルへ触れるようにする

こと。 

全員が声を出して指示を出したり、盛り上げるような声かけでサポ－トすること。 

 

 

良かったところ 

   初戦では人任せなプレ－が多く、選手達から強い気持ちが伝わって来ませんでした。

しかし試合を重ねる毎に「自分がやらなければ」・「自分でやるんだ」という強い責

任感が感じられるようになり、一人一人のプレ－が変化していきました。 

チャレンジしたことが成功し、チームが勝利することで自信へと変わっていくのも

表情から感じ取ることが出来ました。メンタル的に少し逞しくなってくれたのでは

ないでしょうか。 

    

気持ちの変化によって大きな効果も生まれました。 

それは沢山の選手が得点してくれたことです。 



得点への意識が高まり、ゴールへ向かう積極性と多少の強引さが見られてとても良か

ったです。今までは綺麗なゴ－ルを目指しているようでしたが、貪欲にゴールを奪い

にいくという泥臭さも見られるようになりました。 

 

攻撃の形も良くなりました。周りを見てドリブルで仕掛ける時、パスで崩す時を上手

く使い分けていました。サイドチェンジも少なったのですが取り入れながら単調な攻

撃にならず良かったです。特にパスで崩す為にはボ－ルを持っていない選手の動きが

大事です。上手く出来たということは、考えてポジショニングが取れるようになって

き 

たということですね。 

欲をいえばダイレクトプレ－をもう少し増やして欲しいですが・・・。 

 

守備については１対１の場面で粘り強く対応してくれました。軽いプレ－で簡単に交

わされることが少なかったです。 

集中したプレ－でカバ－リングもよく出来ていました。決勝戦こそ３失点でしたが、

その他の試合では守備の安定もまた大きく勝利に貢献してくれました。 

 

出場時間に満足のいかない選手もいたと思います。 

出場させてあげられなかった試合後に声をかけたところ、「チームが勝ってくれれば

いいです」との言葉をもらいました。自分の感情よりもチームを大事に思うこの言葉

がとても嬉しかったです。 

この想いがチームとして大きな力となり準優勝へと繋がったのだと思います。 

素晴らしいチ－ムになってきていますね。 

 

   準優勝おめでとうございます。 

   悔しさの方が大きいかもしれませんが、みんなの頑張りはお父さん・お母さんにも

十分伝わったと思います。本当に素晴らしい戦いでした。 

   次の大会では最高の笑顔で終われるようにこれからも頑張っていきましょう！ 

 

 

  課題 

   暑さの中で厳しい試合の連続だったこともありますが、決勝戦では走り負けてしま

いました。前日の試合では走り勝てたのですが・・・。 

   簡単には改善出来ませんが２日間走り切れる体力を身に付けたいところですね。 

    

   声がまだまだ出せていませんでした。 

   声がなくて失点した場面もありました。 

   マークのずれの修正、声を掛けずに２人で顔を見合わせ人任せにしたり、ＤＦとＧ

Ｋの連携といったところは声を出せば簡単に修正出来ます。 

   声のサポ－トの重要性を理解し、改善出来るように取り組んで欲しいと思います。。 



 

   合宿で練習したコ－ナ－キックの入り方が相手がいると上手く出来ていませんでし

た。良いポジショニングを取るのも戦いなので相手に負けないようにして欲しいで

すね。 

   またボ－ルを怖がって逃げる場面もありました。ボ－ルを怖がらずに体のどこかに

当ててゴールを奪うんだといった気迫も必要です。 

   拮抗した相手ですとセットプレ－がとても重要です。セットプレ－で得点を奪える

かどうかで勝敗が決まることが多々あります。 

   チャンスを生かせるようにこれから努力していきましょう。 

    

    

  出来事 

   決勝戦のハ－フタイムにキャプテンから選手のポジション変更の話がありました。 

   自主性がありとても素晴らしいことで嬉しかったのですが、私の柔軟性とアイディ

アが足りず変更が出来ませんでした。 

   後にキャプテンと話をしたところ、前半を戦い終えて勝利する為に考えての提案だ

ったとのことでした。その時の私の考えを伝え、変更出来なかった事を謝りました。 

   こうした自主性はとても大切なことなので今後も試合で感じたことがあれば遠慮な

く伝えて下さいとお願いしました。 

 

 

Ｕ８・Ｕ１０・Ｕ１２と出場していましたが、試合の空き時間には各チームが応援

してくれていました。選手だけではなくご父兄の皆様も全てのチ－ムを応援して頂

きました。 

 またご父兄のＰＫ合戦では全選手が大声援を送ってくれていました。 

ご父兄の皆様のス－パ－プレ－に選手達は驚き、とても感動していました。 

普段応援して頂いているご父兄の皆様に少し恩返し出来たのではないかと。 

 準優勝おめでとうございました。 

 

ア－レの一体感を感じられる素晴らしい 2日間でした。 

 選手の皆さん・ご父兄の皆様、ありがとうございました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


